
 

 

 

 

 
 
  卒業式が終わり、６年生のいない学校は少し寂しさを感じますが、子どもたちはいつものように朝から元気いっぱ
いです。委員会活動の仕事も、４・５年生にしっかりと引き継がれ、朝の放送やお昼の給食メニュー紹介放送なども、
新しいメンバーがしっかりと務めてくれています。橘小学校の校訓は、「元気で仲良く進んで務めを果たしましょう」で
すが、6年生から託されたバトンを５年生や４年生がしっかりと握りしめ、自分の務めを果たそうとがんばる姿に頼もし
さを感じます。令和５年度も、来週１週間を残すのみとなりました。最後まで、子どもたちが楽しく学ぶことができるよう
教職員も務めを果たしてまいります。 
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校長 上原 小代子 

「笑顔・あいさつ・思いやりがあふれる 楽しい学校」 

「輝け！橘っ子」通信 
              学校教育目標「ともに生きる力としなやかに伸びる力をもち、たくましく夢を追求する児童の育成」 

 

 
橘小学校ホームページの 

QR コードです。 

令和 5年度卒業証書授与式 
３月１４日（木）、阿南市議会事務局長様や PTA 会長様はじめご来賓の皆様や保護者の皆様のご臨席のも

と、令和５年度 橘小学校卒業証書授与式を行いました。今年度はコロナ禍が明け、４年ぶりに、卒業生と在校
生が対面でお別れの言葉を伝え合う式が復活しました。 
１０名の卒業生は学校長より立派に卒業証書を受け取り、「別れのことば」では６年間の思い出を振り返って、

これまで支えてくださった家族の皆さんや地域の皆さん、指導してくださった先生方への感謝の言葉を心をこめ
て伝えました。また、在校生には「橘小学校の伝統のバトンをしっかり受け継いでほしい」と語りかけました。そし
て、ともに励まし合って成長してきた仲間への感謝、自分たちを温かく育んでくれた橘小学校への感謝の気持ち
と、中学校に進むにあたっての決意を力強く述べました。続く、お別れの歌「旅立ちの日に」も、「これが本当に最
後なんだ」という強い思いが感じられる歌声で、会場の皆が身動き一つせずに聞き入っていました。6 年生の、
「心のこもった言葉と歌のあまりの素晴らしさに、来賓席から拍手があったほどでした。 
在校生もこの日のために「おくることば」と歌「また会う日まで」を練習してきましたが、「優しかった６年生と

本当にお別れするんだ」と、真剣にことばを言い、歌っていました。１時間１０分あまりの式となりましたが、誰一人
姿勢を崩すことなく、全員が真剣に取り組むことができていました。ご臨席いただいたご来賓の皆様からも、「卒
業生はもちろん在校生の姿に感動しました」「橘小学校の子どもたちはよい子に育っている」とお褒めの言葉を
いただきました。 
私からは、「好きを極めて、夢中になれる人生を」という言葉をおくらせていただきました。卒業生の皆さんの

輝かしい未来が、笑顔と幸せに満ちたものであることを心から願います。 

    

卒業証書授与 学校長式辞 PTA会長祝辞 卒業記念品授与 

    
卒業生別れのことば 在校生おくることば 5年生から花を贈りました 家族に感謝の一礼 

    

在校生による卒業生の見送り お世話になった先生方に花束を渡す卒業生 校門前で最後の記念写真 

 
 

 

 

 

創立 150周年記念スローガン発表！ 
  

 
３月 13 日（水）、「橘小学校創立 150 周年記念事業こども実行委員会」

から、150周年記念スローガンの発表がありました。各学年から募集したアイ
デアをもとに、子ども実行委員会が中心となって考えたスローガンは、 
「つなげ伝統 輝け笑顔 未来へはばたけ 橘っ子」です。 

先日決定したキャラクター「たちばなにゃん」とともにぜひこのスローガンに
も、多くの人が親しみと愛着を感じていただけたら、ありがたいです。  

「つなげ伝統 輝け笑顔  
未来へはばたけ 橘っ子」 


